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【 1】 令 和 4 年 度 鹿 児 島 県 立 農 業 大 学 校 学 生 募 集 に つ い て

鹿 児 島 県 立 農 業 大 学 校 で は 、 令 和 4 年 度 入 学 生 を 募 集 し て い ま
す 。 受 験 資 格 は 、 高 等 学 校 を 卒 業 し た 者 、 も し く は 令 和 4 年 3 月 に
卒 業 見 込 み の 者 、 又 は こ れ と 同 等 以 上 の 学 力 を 有 す る と 知 事 が 認 め
た 者 と し ま す 。
一 般 入 学 試 験 の B 日 程 は 以 下 の と お り で す 。

○ 試 験 日 ： 令 和 4 年 2 月 2 日 (水 )
○ 受 付 期 間 ： 令 和 4 年 1 月 4 日 (火 )～ １ 月 2 7 日 (木 )必 着
○ 合 格 発 表 ： 令 和 4 年 2 月 9 日 (水 )

B 日 程 、 C 日 程 (試 験 日 3 / 2 ) に つ い て は 、 定 員 に 達 し た 科 の 募 集
は 実 施 し な い 場 合 が あ り ま す 。
※ 詳 し く は 県 ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。
( ｢農 業 大 学 校 ｣で 検 索 )

▽ 問 い 合 わ せ 先
農 業 大 学 校 教 務 指 導 課 〒 8 9 9 - 3 3 1 1 日 置 市 吹 上 町 和 田 1 8 0 0
電 話 : 0 9 9 ( 2 4 5 ) 1 0 7 1 F A X : 0 9 9 ( 2 9 6 ) 6 3 5 2
E - m a i l : n o d a i k y o @ p r e f . k a g o s h i m a . l g . j p

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 2】 交 通 事 故 相 談 所 が 、 出 張 相 談 (大 隅 )を 実 施 し ま す

鹿 児 島 県 交 通 事 故 相 談 所 で は 、 大 隅 地 域 振 興 局 に お い て 定 期 的 な

出 張 相 談 を 行 っ て い ま す 。 1 月 1 5 日 か ら 2 月 末 ま で の 相 談 は 以 下

の と お り 実 施 す る 予 定 で す 。 相 談 は 無 料 で す 。

【 大 隅 地 域 振 興 局 で の 実 施 】

○ 日 時 1 月 2 7 日 (木 )、 2 月 1 0 日 (木 )、 2 4 日 (木 )

午 前 1 0 時 3 0 分 か ら 午 後 2 時 (相 談 受 付 は 午 後 1 時 3 0 分 ま で )

○ 場 所 大 隅 地 域 振 興 局 1 階

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 予 防 の 観 点 か ら 、 中 止 す る 場 合 が あ り

ま す 。
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※ 必 ず 事 前 の ご 予 約 を お 願 い し ま す 。 県 交 通 事 故 相 談 所 ま で ご 連

絡 く だ さ い 。

※ 詳 し く は 、県 ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。( ｢交 通 事 故 相 談 所 ｣

で 検 索 )

▽ 問 い 合 わ せ 先

県 交 通 事 故 相 談 所 電 話 ： 0 9 9 ( 2 8 6 ) 2 5 2 6

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 3】 鹿 児 島 県 立 短 期 大 学 ｢令 和 4 年 度 一 般 選 抜 学 生 募 集 ｣

募 集 学 科 は 昼 間 課 程 が 文 学 科 ･生 活 科 学 科 ･商 経 学 科 の 3 学 科 、 夜
間 課 程 が 第 二 部 商 経 学 科 の 1 学 科 で す 。

○ 出 願 資 格
高 等 学 校 を 卒 業 及 び 令 和 4 年 3 月 卒 業 見 込 み の 方 、 又 は 高 等 学

校 を 卒 業 し た 者 と 同 等 以 上 の 学 力 が あ る と 認 め ら れ る 方 。
○ 出 願 期 間

１ 月 2 4 日 (月 )～ 2 8 日 (金 )
○ 試 験 日

本 試 験 2月 1 6 日(水 )
追 試 験 2月 2 8 日(月 )

▽ 出 願 書 類 の 配 布 ･問 い 合 わ せ 先
県 立 短 期 大 学 教 務 課
電 話 ： 0 9 9 ( 2 2 0 ) 1 1 1 2
F A X ： 0 9 9 ( 8 0 3 ) 4 4 7 3

E - m a i l : k e n t a n k y o @ p r e f . k a g o s h i m a . l g . j p

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 4】 看 護 職 員 の 皆 さ ま 、 離 職 の 際 は ナ ー ス セ ン タ ー へ 届 け 出 を ！

保 健 師 、 助 産 師 、 看 護 師 、 准 看 護 師 の 免 許 を お 持 ち の 方 が 、 看 護
職 を 離 れ る 際 に は 、 ナ ー ス セ ン タ ー へ の 届 出 を お 願 い し ま す 。
届 出 を す る と 、 本 人 の 意 向 や ラ イ フ サ イ ク ル に 応 じ て 、 さ ま ざ ま

な 支 援 が 受 け ら れ る メ リ ッ ト が あ り ま す 。

✓ す ぐ に 就 職 し た い 方
→ 医 療 機 関 の 最 新 の 求 人 情 報 を 提 供 し ま す

✓ 子 育 て 中 で 復 職 を 考 え て い る 方
→ 復 職 に 必 要 な 医 療 、 看 護 の 知 識 や 技 術 な ど を 学 ぶ ｢復 職 支 援
研 修 ｣の 案 内 な ど

○ 届 出 方 法
届 出 は 、 ｢と ど け る ん ｣か ら 。 ス マ ホ 、 パ ソ コ ン で 簡 単 に で き ま
す ！
h t t p s / / t o d o k e r u n . n u r s e - c e n t e r . n e t / t o d o k e r u n /

▽ 問 い 合 わ せ 先
鹿 児 島 県 ナ ー ス セ ン タ ー
電 話 ： 0 9 9 ( 2 5 6 ) 8 0 2 5 F A X ： 0 9 9 ( 2 5 6 ) 8 0 7 9
E - m a i l ： k a g o s h i m a @ n u r s e - c e n t e r . n e t
県 庁 医 師 ･看 護 人 材 課
電 話 ： 0 9 9 ( 2 8 6 ) 2 7 3 6 F A X ： 0 9 9 ( 2 8 6 ) 5 9 2 8

E - m a i l : i m u k a n g o @ p r e f . k a g o s h i m a . l g . j p

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

mailto:kentankyo@pref.kagoshima.lg.jp
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【 5】 ウ ォ ー ム ビ ズ に 取 り 組 み ま し ょ う

地 球 温 暖 化 対 策 を 目 的 に 暖 房 時 の 室 温 を 2 0℃ (目 安 )で 快 適 に 過
ご す ラ イ フ ス タ イ ル を 推 奨 す る ｢ウ ォ ー ム ビ ズ ｣を ご 存 じ で す か 。
ウ ォ ー ム ビ ズ は 温 室 効 果 ガ ス の 削 減 に つ な が る だ け で な く 、 暖 房

代 の 節 約 に よ る 経 済 的 な メ リ ッ ト も あ り ま す 。 以 下 の よ う な 衣 ･食 ･
住 の ひ と 工 夫 を お こ な い 、 ウ ォ ー ム ビ ズ に 無 理 の な い 範 囲 で 取 り 組
ん で み ま し ょ う 。

衣 ･保 温 性 の 高 い 素 材 の 衣 服 を 着 用 し て 体 を 暖 め る
食 ･食 事 は 、 体 の 中 か ら 温 ま る 食 材 を 使 っ た り 、 調 理 方 法 を

工 夫 す る 。
住 ･湯 た ん ぽ な ど を 活 用 し て 、 暖 房 に 頼 り す ぎ な い 生 活 を す

る 。

▽ 問 い 合 わ せ 先
県 庁 地 球 温 暖 化 対 策 室
電 話 ： 0 9 9 ( 2 8 6 ) 2 5 8 6 F A X ： 0 9 9 ( 2 8 6 ) 5 5 3 9
E - m a i l : e p c h i k y u @ p r e f . k a g o s h i m a . l g . j p

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 6】 食 品 ロ ス 削 減 に つ い て

ま だ 食 べ ら れ る に も 関 わ ら ず 捨 て ら れ て し ま う 食 品 の こ と を

｢食 品 ロ ス ｣と 言 い ま す 。

現 在 、 日 本 の 食 品 ロ ス の 発 生 量 は 、 年 間 5 7 0 万 ト ン に の ぼ り 、 国

民 一 人 一 日 当 た り の 食 品 ロ ス 量 は お 茶 碗 約 一 杯 の ご 飯 の 量 に 近 い 量

で す 。

食 品 ロ ス を 削 減 す る た め に は 、 買 物 の 前 に 冷 蔵 庫 の 中 の 在 庫 を 確

認 し た り 、 調 理 の 際 は 食 べ ら れ る 分 だ け 作 る よ う に し た り す る 等 、

食 べ き り の 工 夫 が 必 要 で す 。

皆 さ ん も 、 一 人 ひ と り が ｢も っ た い な い ｣を 心 掛 け 、 楽 し く 美 味 し

く 食 事 を 楽 し み ま し ょ う ！

▽ 問 い 合 わ せ 先
県 庁 廃 棄 物 ･リ サ イ ク ル 対 策 課
電 話 ： 0 9 9 ( 2 8 6 ) 2 5 9 4 F A X ： 0 9 9 ( 2 8 6 ) 5 5 4 5
E - m a i l ： r e c y c l e @ p r e f . k a g o s h i m a . l g . j p

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 7】県 労 働 委 員 会 委 員 に よ る ｢労 使 間 の ト ラ ブ ル に 関 す る 相 談 会 (定

期 相 談 会 ) ｣の ご 案 内

職 場 の ト ラ ブ ル で 悩 ん で い ま せ ん か ？

県 労 働 委 員 会 委 員 【 公 益 委 員 (弁 護 士 、 大 学 教 授 等 )、 労 働 者 委 員

(労 働 組 合 役 員 等 )、使 用 者 委 員 (会 社 経 営 者 等 )】が 相 談 に 応 じ ま す 。

労 働 者 、 使 用 者 の ど な た で も 、 お 気 軽 に ご 相 談 く だ さ い 。〔 無 料 、

秘 密 厳 守 〕

○ 日 時 ： 毎 月 原 則 第 4 火 曜 日 (閉 庁 日 を 除 く )

午 後 2 時 3 0 分 ～ 午 後 5 時 (受 付 は 午 後 4 時 3 0 分 ま で )

☆ 1 月 の 相 談 会 ☆ 1 月 2 5 日 (火 )

☆ 2 月 の 相 談 会 ☆ 2 月 2 2 日 (火 )
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※ 来 庁 で き な い 方 は 電 話 に よ る 相 談 も で き ま す 。

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に よ り 開 催 方 法 等 を 変 更 す

る 場 合 が あ り ま す の で 、 下 記 問 い 合 わ せ 先 に ご 確 認 く だ

さ い 。

○ 場 所 ： 県 庁 労 働 委 員 会 (県 庁 1 5 階 )

○ 申 し 込 み ： 不 要 (予 約 優 先 )

○ 相 談 事 例 ： 解 雇 、 雇 止 め 、 配 置 転 換 、 賃 下 げ 、 パ ワ ハ ラ な ど

▽ 問 い 合 わ せ 先

県 労 働 委 員 会 事 務 局 (県 庁 1 5 階 )

電 話 : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 3 9 4 3 F A X : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 5 6 5 3

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 8】特 定 化 学 物 質 の 環 境 へ の 排 出 量 の 把 握 等 及 び 管 理 の 改 善 の 促 進
に 関 す る 法 律 (化 管 法 )施 行 令 の 改 正 に つ い て

｢特 定 化 学 物 質 の 環 境 へ の 排 出 量 の 把 握 等 及 び 管 理 の 改 善 の 促 進
に 関 す る 法 律 施 行 令 の 一 部 を 改 正 す る 政 令 ｣が 本 年 1 0 月 2 0 日 に 公 布
さ れ 、 令 和 5年 4月 1日 か ら 施 行 さ れ ま す 。
政 令 改 正 後 の 対 象 物 質 の 排 出 量 ･移 動 量 の 把 握 は 令 和 5年 度 か ら 、

排 出 量 ･移 動 量 の 届 出 は 令 和 6年 度 か ら 行 う 必 要 が あ り ま す 。
※ 改 正 に 伴 い 、 P R T R 制 度 の 対 象 で あ る 第 一 種 指 定 化 学 物 質 及
び 第 二 種 指 定 化 学 物 質 が 一 部 変 更 と な り ま す 。
詳 し く は 、 以 下 の 環 境 省 ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。
(https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/prtr/8_4.html)

▽ 問 い 合 わ せ 先
県 庁 環 境 保 全 課
電 話 : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 2 6 2 4 F A X : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 5 5 4 8

E - m a i l : e m k a n r i @ p r e f . k a g o s h i m a . l g . j p
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 9】 令 和 3 年 度 3 回 危 険 物 取 扱 者 試 験 の ご 案 内

令 和 3 年 度 第 3 回 危 険 物 取 扱 者 試 験 を 鹿 児 島 市 で 実 施 し ま す 。

○ 試 験 日
令 和 4 年 2 月 1 3 日 (日 )

○ 場 所
鹿 児 島 国 際 大 学

○ 試 験 案 内 ･願 書 配 布 場 所
一 般 財 団 法 人 消 防 試 験 研 究 セ ン タ ー 鹿 児 島 県 支 部 、 県 庁 消 防 保 安
課 、 県 内 各 消 防 局 、 消 防 本 部 、 各 町 村 役 場

○ 願 書 受 付 期 間
1 2 月 7 日 (火 )～ 1 2 月 1 6 日 (木 )
※ 詳 し く は 、 消 防 試 験 研 究 セ ン タ ー ホ ー ム ペ ジ
( h t t p s : / / w w w . s h o u b o － s h i k e n . o r . j p ) を ご 覧 く だ さ い 。

▽ 問 い 合 わ せ 先
県 庁 消 防 保 安 課
電 話 ： 0 9 9 ( 2 8 6 ) 2 2 5 9 F A X ： 0 9 9 ( 2 8 6 ) 5 5 2 1

一 般 財 団 法 人 消 防 試 験 研 究 セ ン タ ー 鹿 児 島 県 支 部

電 話 ： 0 9 9 ( 2 1 3 ) 4 5 7 7 F A X ： 0 9 9 ( 2 8 5 ) 1 2 5 5
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

https://www.shoubo%EF%BC%8Dshiken.or.jp


- 6 -

【 1 0 】 鹿 児 島 県 の 6 次 産 業 化 商 品 を 自 動 販 売 機 で 販 売 し ま す

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 で 対 面 販 売 の 機 会 が 減 少 し て い る 6 次
産 業 化 事 業 者 の た め 、 対 面 接 触 の な い 自 動 販 売 機 で の 販 売 を 行 い ま
す 。

○ 日 時 1 1 月 2 2 日 (月 )～ 3 月 2 1 日 (月 ･祝 )
○ 場 所 鹿 児 島 中 央 駅 み や げ 横 丁 、 鹿 児 島 空 港 2 階 出 発 ロ ビ ー

※ 詳 し く は 、 県 ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。
( ｢ 6 次 化 じ は ん き ｣で 検 索 )

▽ 問 い 合 わ せ 先
県 庁 農 政 課 課 か ご し ま の 食 ブ ラ ン ド 推 進 室
電 話 ： 0 9 9 ( 2 8 6 ) 3 1 7 9 F A X ： 0 9 9 ( 2 8 6 ) 5 5 8 7
E - m a i l : 6 j i k a @ p r e f . k a g o s h i m a . l g . j p

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 1 1】 ｢第 3 0 回 か ご し ま フ ォ ト 農 美 展 ｣の ご 案 内

｢か ご し ま フ ォ ト 農 美 展 ｣は 、 豊 か な 自 然 、 ゆ と り 、 や す ら ぎ 、 う
る お い な ど 、 ふ る さ と か ご し ま の 農 業 と 農 村 の 魅 力 を 表 現 し た 写 真
展 で 、 今 年 で 3 0 回 目 を 迎 え ま す 。 展 覧 会 に は 、 1 3 7 0 点 の 応 募 の 中
か ら 選 ば れ た 1 3 9 点 を 展 示 し ま す 。 ぜ ひ お 越 し く だ さ い 。

○ テ ー マ 自 由 部 門 ： 鹿 児 島 県 内 の 魅 力 あ る 農 業 と 農 村
課 題 部 門 ： 農 を 支 え る 水 門 ･水 路 と 農 道 の 四 季

○ 日 時 1 月 5 日 (水 )～ 1 月 1 0 日 (月 ･祝 )
( 午 前 9 時 3 0 分 ～ 午 後 6 時 ) ※ 最 終 日 は 午 後 5 時

○ 場 所 鹿 児 島 市 立 美 術 館
○ 入 場 料 無 料

▽ 問 い 合 わ せ 先
県 庁 農 地 整 備 課
電 話 ： 0 9 9 ( 2 8 6 ) 3 2 3 8 F A X ： 0 9 9 ( 2 8 6 ) 5 6 1 0
E - m a i l : f i j i g y o u @ p r e f . k a g o s h i m a . l g . j p

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 1 2】 ｢か ご し ま 木 育 教 材 (か ご も く ) ｣の 貸 出 は じ め ま す ！

県 で は 、 子 ど も た ち が 木 の 良 さ や 利 用 の 意 義 を 学 ぶ ｢木 育 ｣を 推 進

す る た め 、 木 育 イ ン ス ト ラ ク タ ー が 使 用 す る ｢か ご し ま 木 育 教 材 (か

ご も く ) ｣を 新 た に 整 備 し ま し た 。 ｢か ご も く ｣に つ い て は 、 ｢木 育 ｣を

要 望 す る 保 育 所 や 幼 稚 園 等 に 対 し て 貸 出 を 行 い ま す の で 、 ぜ ひ ご 活

用 く だ さ い 。

【 貸 出 概 要 等 】

○ ｢か ご し ま 木 育 教 材 (か ご も く ) ｣の 種 類

き こ り の ト ン ト ン 積 み 木 、 タ ン ブ リ ン グ ･ト イ 、 か ご ぷ ら 、 木

の

車 製 作 キ ッ ト 、 か ご し ま 森 の 積 み 木 パ ズ ル (い ず れ も 使 用 料 金

が

発 生 し ま す 。 )

○ 対 象 者
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① 木 育 イ ン ス ト ラ ク タ ー

② 県 内 の 保 育 所 や 幼 稚 園 、 小 学 校 等

③ 子 育 て 支 援 や 、 木 材 に 関 す る イ ベ ン ト を 行 う 団 体 な ど (② 、

③

に つ い て は 、 木 育 イ ン ス ト ラ ク タ ー が 行 う 木 育 活 動 で 使 用 す る

場 合 と な り ま す 。 )

※ 詳 し く は 、 県 ホ ー ム ペ ー ジ ( ｢か ご も く ｣で 検 索 )を ご 覧 く だ さ い 。

∇ 問 い 合 わ せ 先

県 庁 か ご し ま 材 振 興 課 電 話 : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 3 3 6 6

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 1 3】 鹿 児 島 レ ブ ナ イ ズ ホ ー ム 戦 の ご 案 内

｢鹿 児 島 レ ブ ナ イ ズ ｣の ホ ー ム 戦 は 下 記 の 日 程 で 開 催 さ れ ま す 。

シ ー ズ ン 中 盤 に 入 り 、 順 位 争 い は ま す ま す 激 し く な っ て い ま す の

で 、 B 2 昇 格 を 目 指 し て 戦 う 選 手 た ち に 、 皆 様 の 熱 い 応 援 を お 願 い

し ま す 。

な お 、 試 合 観 戦 に 当 た っ て は 、 マ ス ク の 着 用 や 手 指 消 毒 等 、 基 本

的 な 感 染 防 止 対 策 を 実 施 し て い た だ き ま す よ う お 願 い し ま す 。

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に 伴 う 入 場 制 限 や チ ケ ッ ト 情 報 な ど

の 詳 細 に つ い て は 、 鹿 児 島 レ ブ ナ イ ズ の ホ ー ム ペ ー ジ

( h t t p s : / / w w w . r e b n i s e . j p / ) を ご 覧 く だ さ い 。

1 月 ･ 2 月 の 試 合 日 程 (ホ ー ム 戦 )

○ 1 月 1 5 日 (土 )午 後 6 時 v s 東 京 八 王 子 ビ ー ト レ イ ン ズ

○ 1 月 1 6 日 (日 )午 後 1 時 v s 東 京 八 王 子 ビ ー ト レ イ ン ズ

(西 原 商 会 ア リ ー ナ )

○ 1 月 2 9 日 (金 )午 後 6 時 v s 豊 田 合 成 ス コ ー ピ オ ン ズ

○ 1 月 3 0 日 (土 )午 後 1 時 v s 豊 田 合 成 ス コ ー ピ オ ン ズ

(指 宿 総 合 体 育 館 )

○ 2 月 4 日 (土 )午 後 7 時 v s ト ラ イ フ ー プ 岡 山

○ 2 月 5 日 (日 )午 後 2 時 v s ト ラ イ フ ー プ 岡 山

(姶 良 市 総 合 運 動 公 園 体 育 館 )

▽ 問 い 合 わ せ 先

鹿 児 島 レ ブ ナ イ ズ 電 話 ： 0 9 9 ( 2 0 1 ) 5 8 1 1

県 庁 ス ポ ー ツ 振 興 課 電 話 ： 0 9 9 ( 2 8 6 ) 3 0 1 0
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 1 4】 ｢未 来 へ の バ ト ン タ ッ チ の た め の プ ロ グ ラ ム セ ミ ナ ー ｣の ご 案

内

県 で は 、 後 継 者 育 成 や 保 有 資 産 ･自 社 株 式 の 承 継 、 税 制 、 知 的 財

産 、 事 業 の 磨 き 上 げ な ど に つ い て 具 体 例 を 用 い て 説 明 す る プ ロ グ ラ

ム セ ミ ナ ー を 開 催 し ま す 。

○ 日 時 ･テ ー マ

https://www.rebnise.jp/
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1 月 1 4 日 (金 )午 後 1 時 3 0 分 ～ 午 後 3 時 3 0 分

テ ー マ ： 十 人 十 色 ？ 親 族 外 承 継

1 月 2 8 日 (金 ) 午 後 1 時 3 0 分 ～ 午 後 3 時 3 0 分

テ ー マ ： 忘 れ る こ と な か れ ！ 円 滑 に 進 め る コ ツ

○ 場 所

サ ン プ ラ ザ 天 文 館 2 階 ホ ー ル (各 回 共 通 )

オ ン ラ イ ン 同 時 開 催 ( Z O O M 予 定 )

○ 定 員

会 場 ： 5 0 名

○ 参 加 費

無 料

○ 申 し 込 み 方 法

以 下 の ホ ー ム ペ ー ジ か ら 、 参 加 申 し 込 み 書 を ダ ウ ン ロ ー ド し 、 メ

ー ル ま た は F A X に て お 申 し 込 み 下 さ い 。

h t t p s : / / w w w . p r e f . k a g o s h i m a . j p / a f 0 2 / j i g y o u s y o u k e i p u r o g u r a m u

. h t m l

▽ 問 い 合 わ せ 先

有 限 責 任 監 査 法 人 ト ー マ ツ

電 話 : 0 9 2 ( 7 5 1 ) 1 7 1 9 F A X : 0 9 2 ( 7 5 1 ) 8 9 9 0

県 庁 中 小 企 業 支 援 課

電 話 : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 2 9 5 1 F A X : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 5 5 7 6
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 1 5】 ｢県 民 の 森 ｣イ ベ ン ト ( 1 月 ･ 2 月 )の ご 案 内

県 民 の 森 で は 、 薬 草 を 使 っ た オ リ ジ ナ ル ブ レ ン ド テ ィ ー 作 り や 親

子 で シ イ タ ケ 種 駒 打 ち 体 験 な ど の イ ベ ン ト を 行 い ま す 。 ぜ ひ ご 家 族

や お 友 達 と ご 参 加 く だ さ い 。

① 冬 の ｢長 尾 山 ｣登 山 を 楽 し み ま し ょ う !

1 月 2 3 日 (日 )

② 薬 草 を 使 っ た オ リ ジ ナ ル ブ レ ン ド テ ィ ー 作 り

1 月 2 9 日 (土 )

③ 親 子 シ イ タ ケ 種 駒 打 ち 体 験

2 月 6 日 (日 )

※ 1 参 加 費 、 応 募 期 間 な ど イ ベ ン ト の 詳 細 は 、 県 民 の 森 ホ ー ム ペ ー

ジ ( h t t p : / / w w w . k k m o r i . j p / ) を ご 覧 く だ さ い 。

※ 2 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 で 変 更 や 中 止 に な る 場 合 が あ

り ま す の で 、 事 前 に ホ ー ム ペ ー ジ を ご 確 認 く だ さ い 。

▽ 申 し 込 み 先 及 び 問 い 合 わ せ 先

県 民 の 森 管 理 事 務 所 電 話 ： 0 9 9 5 ( 6 8 ) 0 5 5 7

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 1 6】 ｢照 葉 樹 の 森 ｣イ ベ ン ト ( 2 月 )の ご 案 内

照 葉 樹 の 森 で は 、 自 然 を 満 喫 で き る 登 山 会 を 行 い ま す 。 ぜ ひ ご 家

族 や お 友 達 と ご 参 加 く だ さ い 。

https://www.pref.kagoshima.jp/af02/jigyousyoukeipuroguramu.html
https://www.pref.kagoshima.jp/af02/jigyousyoukeipuroguramu.html


- 9 -

① 月 例 登 山 会 (御 在 所 岳 )

2 月 1 3 日 (日 )

※ 1 参 加 費 、 応 募 期 間 な ど イ ベ ン ト の 詳 細 は 、 照 葉 樹 の 森 ホ ー ム ペ

ー ジ ( h t t p s : / / w w w . o m e g a . n e . j p / s h o u y o u j u / ) を ご 覧 く だ さ い 。

※ 2 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 で 変 更 や 中 止 に な る 場 合 が あ

り ま す の で 、 事 前 に ホ ー ム ペ ー ジ を ご 確 認 く だ さ い 。

▽ 申 し 込 み 先 及 び 問 い 合 わ せ 先

照 葉 樹 の 森 管 理 事 務 所 電 話 ： 0 8 0 ( 6 4 1 7 ) 6 5 1 8

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 1 7】 チ ャ レ ン ジ キ ャ ン プ 冬

奄 美 の 自 然 を 生 か し た 様 々 な ア ウ ト ド ア 活 動 を 異 年 齢 集 団 で 体 験
し ま す 。 参 加 者 相 互 の 交 流 を 深 め 、 自 然 の 家 で の 活 動 を 満 喫 し ま し
ょ う 。
○ 日 時 (予 定 ) 2 月 5 日 (土 )～ 6 日 (日 )
○ 場 所 (予 定 )県 立 奄 美 少 年 自 然 の 家
○ 内 容 (予 定 )テ ン ト 設 営 、 野 外 炊 さ ん 、 黒 糖 作 り 等
○ 参 加 費 (未 定 )
○ 申 し 込 み 方 法 申 し 込 み フ ォ ー ム
○ 申 し 込 み 期 間 (予 定 ) 1 月 8 日 (土 )～ 1 月 2 0 日 (木 )
※ 詳 し く は 、 県 ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。
( ｢県 立 奄 美 少 年 自 然 の 家 ｣で 検 索 )

▽ 問 い 合 わ せ 先
県 立 奄 美 少 年 自 然 の 家
電 話 ： 0 9 9 7 ( 5 3 ) 1 0 3 2 F A X ： 0 9 9 7 ( 5 3 ) 1 0 3 3
E - m a i l : a m a s y o u @ p r e f . k a g o s h i m a . l g . j p

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 1 8】 み や ま コ ン セ ー ル 自 主 事 業 第 1 2 回 み や ま ス ペ シ ャ ル コ ン サ
ー ト ア ス ト ル ･ピ ア ソ ラ 生 誕 1 0 0 年 ～ み や ま で 奏 で る タ ン ゴ の 歴
史

み や ま コ ン セ ー ル 協 力 演 奏 家 企 画 に よ る 毎 年 恒 例 の コ ン サ ー ト で
す 。 今 年 の テ ー マ は 、 生 誕 1 0 0 年 を 迎 え た ア ス ト ル ･ピ ア ソ ラ 。 ｢タ
ン ゴ の 歴 史 ｣や ｢リ ベ ル タ ン ゴ ｣、 ｢ブ エ ノ ス ア イ レ ス の 四 季 ｣ほ か 全
1 4 曲 を 華 や か に お 届 け し ま す 。

○ 日 時 2 月 1 3 日 (日 )午 後 2 時 ～ 午 後 4 時
○ 場 所 み や ま コ ン セ ー ル ･主 ホ ー ル
○ 出 演 愛 川 義 夫 (ク ラ シ ッ ク ギ タ ー ･企 画 )、 入 来 慶 子 (ピ ア ノ )、

池 田 梨 沙 (フ ル ー ト )、 黒 田 印 南 (ヴ ァ イ オ リ ン )、 木 原 雅
代 (ヴ ァ イ オ リ ン )、 重 森 敬 子 (チ ェ ロ )、 清 水 か お り (コ ン
ト ラ バ ス )、 玉 川 智 美 (バ レ エ )、 川 波 幸 恵 (バ ン ド ネ オ
ン )、 天 野 る り 子 (司 会 進 行 ･ソ プ ラ ノ )

○ 演 奏 予 定 曲 リ ベ ル タ ン ゴ 、 ブ エ ノ ス ア イ レ ス の 四 季 ほ か
○ 入 場 料 一 般 2 , 0 0 0 円 3 歳 ～ 学 生 1 , 0 0 0 円
○ 申 し 込 み 方 法 電 話 ･ W e b ･ 窓 口 ･プ レ イ ガ イ ド
※ 詳 し く は 、 み や ま コ ン セ ー ル ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。
( ｢み や ま コ ン セ ー ル ｣で 検 索 )

▽ 問 い 合 わ せ 先
み や ま コ ン セ ー ル
電 話 ： 0 9 9 5 ( 7 8 ) 8 0 0 0 F A X ： 0 9 9 5 ( 7 8 ) 3 3 1 1
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E - m a i l : i n f o @ m i y a m a - c o n s e r u . o r . j p
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 1 9】 み や ま コ ン セ ー ル 自 主 事 業 み や ま 音 楽 塾 修 了 演 奏 会

令 和 3 年 8 月 か ら 約 半 年 間 、 鹿 児 島 県 内 の 中 学 生 か ら 社 会 人 を 対
象 に 、 演 奏 技 術 や 音 楽 理 論 、 舞 台 運 営 な ど 幅 広 く 学 べ る 音 楽 ア カ デ
ミ ー ｢み や ま 音 楽 塾 (第 7 期 ) ｣ を 開 講 し ま し た 。 そ の 成 果 を 発 表 す る
機 会 と し て 、 受 講 生 が 企 画 ･運 営 す る 修 了 演 奏 会 を 開 催 し ま す 。
ソ ロ ･ア ン サ ン ブ ル ス テ ー ジ や の ほ か 、 鹿 児 島 出 身 で 、 九 州 シ テ

ィ フ ィ ル ハ ー モ ニ ー 室 内 合 奏 団 首 席 指 揮 者 の 海 老 原 光 さ ん の 指 揮 で
贈 る ス テ ー ジ を お 楽 し み く だ さ い 。

○ 日 時 2 月 2 0 日 (日 )午 後 1 時 半 ～ 午 後 4 時
○ 場 所 み や ま コ ン セ ー ル ･主 ホ ー ル
○ 出 演 海 老 原 光 (指 揮 )、 第 7 期 み や ま 音 楽 塾 受 講 生

み や ま コ ン セ ー ル 協 力 演 奏 家 な ど

○ 演 奏 予 定 曲 鷲 の 舞 う と こ ろ ほ か
○ 入 場 料 無 料 ( 3 歳 以 上 )
○ 申 し 込 み 方 法 特 に あ り ま せ ん
※ 詳 し く は 、 み や ま コ ン セ ー ル ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。
( ｢み や ま コ ン セ ー ル ｣で 検 索 )

▽ 問 い 合 わ せ 先
み や ま コ ン セ ー ル
電 話 ： 0 9 9 5 ( 7 8 ) 8 0 0 0 F A X ： 0 9 9 5 ( 7 8 ) 3 3 1 1
E - m a i l : i n f o @ m i y a m a - c o n s e r u . o r . j p

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 2 0】 カ フ ェ ミ ニ コ ン サ ー ト

｢カ フ ェ ミ ニ コ ン サ ー ト ｣を 開 催 し ま す 。 日 曜 の 朝 に カ フ ェ で 生
の 演 奏 を お 楽 し み く だ さ い 。

○ 日 時 2 月 2 0 日 (日 )午 前 1 0 時 3 0 分 ～ 午 前 1 1 時 1 5 分
(カ フ ェ の 開 店 時 間 は 午 前 1 0 時 )

○ 場 所 カ フ ェ マ ･ナ ～ ナ (宝 山 ホ ー ル 2 階 )
○ 入 場 料 無 料 (要 ワ ン オ ー ダ ー )※ 要 事 前 申 し 込 み (抽 選 制 )
○ 出 演 桐 め ぐ み 濱 田 貴 志 ギ タ ー デ ュ オ (ギ タ ー )

▽ 問 い 合 わ せ 先
宝 山 ホ ー ル 電 話 ： 0 9 9 ( 2 2 3 ) 4 2 2 1 F A X ： 0 9 9 ( 2 2 3 ) 2 5 0 3

E - m a i l : i n f o @ h o u z a n h a l l . c o m h t t p s : / / w w w . h o u z a n h a l l . c o m
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

≪ 再 掲 ≫

【 2 1】 職 場 の ト ラ ブ ル 解 決 は ｢あ っ せ ん ｣で

県 労 働 委 員 会 で は 、 労 働 者 個 人 と 使 用 者 と の 間 に 生 じ た 労 働 に 関

す る ト ラ ブ ル で 、 双 方 の 主 張 が 対 立 し 自 主 解 決 が 困 難 と な っ た 事 案

の 解 決 を お 手 伝 い す る た め 、 ｢あ っ せ ん ｣を 行 っ て い ま す 。

解 雇 、雇 止 め 、配 置 転 換 、パ ワ ハ ラ な ど の 問 題 を 、あ っ せ ん 員 (公

益 ･労 働 者 ･使 用 者 委 員 )が 公 正 ･中 立 な 立 場 で 、 労 使 双 方 か ら お 話 を

伺 い 、 歩 み 寄 り に よ る 円 満 な 解 決 が で き る よ う お 手 伝 い し ま す 。 労

働 者 、 使 用 者 の ど な た で も 申 請 で き ま す 。 ま ず は 、 お 気 軽 に ご 相 談

https://www.houzanhall.com
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く だ さ い 。【 無 料 、 秘 密 厳 守 】

○ 相 談 ･申 請 受 付 時 間 :平 日 の 午 前 8 時 3 0 分 ～ 午 後 5 時 1 5 分

○ あ っ せ ん 申 請 方 法 :県 労 働 委 員 会 に 申 請 書 を 提 出 し て く だ さ い 。

▽ 問 い 合 わ せ 先

県 労 働 委 員 会 事 務 局 (県 庁 1 5 階 )

電 話 : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 3 9 4 3 F A X : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 5 6 5 3

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 2 2】 多 文 化 共 生 ア ド バ イ ザ ー 派 遣 の 募 集 に つ い て

県 で は 、 多 文 化 共 生 や 日 本 語 教 育 な ど の 課 題 や 今 後 の 事 業 展 開 な
ど に つ い て の 助 言 ･支 援 な ど を 行 う ｢多 文 化 共 生 ア ド バ イ ザ ー ｣の 派
遣 を 行 っ て い ま す 。
多 文 化 共 生 社 会 の 推 進 の た め に 、 ぜ ひ 、 あ な た の 団 体 に 多 文 化 共

生 ア ド バ イ ザ ー を 派 遣 し て み ま せ ん か 。

○ 対 象 団 体
市 町 村 、 自 治 会 、 特 定 非 営 利 活 動 法 人 、 日 本 語 教 室 な ど

○ 申 し 込 み 方 法
申 し 込 み 書 を 県 庁 国 際 交 流 課 に 提 出
(申 し 込 み 書 な ど は 、 県 ホ ー ム ペ ー ジ よ り ダ ウ ン ロ ー ド い た だ け
ま す 。 )

県 ホ ー ム ペ ー ジ
: h t t p s : / / w w w . p r e f . k a g o s h i m a . j p / a f 0 9 / t a b u n k a _ a d v i s o r . h t m l

○ 募 集 期 間
4 月 2 2 日 (木 )～ (予 算 が な く な り 次 第 終 了 )

※ 詳 し く は 、 県 ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。
( ｢多 文 化 共 生 ア ド バ イ ザ ー ｣で 検 索 )

▽ 問 い 合 わ せ 先
県 庁 国 際 交 流 課
電 話 : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 2 2 1 7 F A X : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 5 5 2 2

E - m a i l : k o k u s a i s e i s a k u @ p r e f . k a g o s h i m a . l g . j p

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 2 3】 ｢か ご し ま シ ニ ア 応 援 ネ ッ ト ｣の ご 案 内

豊 か な 知 識 や 経 験 ･技 能 を も ち 、 地 域 づ く り の 担 い 手 と し て 期 待
さ れ る シ ニ ア 世 代 の 社 会 参 加 を 促 進 す る た め 、 ホ ー ム ペ ー ジ お よ び
メ ー ル マ ガ ジ ン に て 講 習 や セ ミ ナ ー 、 健 康 づ く り な ど の 社 会 参 加 活
動 に 関 す る 情 報 を 紹 介 し て い ま す 。

ホ ー ム ペ ー ジ 掲 載 情 報 (一 部 抜 粋 )
○ ｢社 会 参 加 活 動 な ど ｣を 行 っ て い る 団 体 お よ び 個 人 の 取 り 組 み
事 例

○ 老 人 ク ラ ブ や ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 、 N P O 法 人 な ど の ｢社 会 参 加 活
動 ｣に 関 す る 情 報

○ 健 康 ･ス ポ ー ツ ･料 理 教 室 な ど の ｢健 康 ｣に 関 す る 情 報

※ 詳 し く は 、 ホ ー ム ペ ー ジ ｢か ご し ま シ ニ ア 応 援 ネ ッ ト ｣を ご 覧
く だ さ い 。 ( ｢か ご し ま シ ニ ア 応 援 ネ ッ ト ｣で 検 索 )
U R L : h t t p : / / w w w . k a g o s h i m a - s e n i o r - o u e n . n e t /

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の た め 、 実 施 予 定 の 講 習 な ど
が 中 止 ま た は 延 期 に な る 可 能 性 が あ り ま す 。
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▽ 問 い 合 わ せ 先
県 庁 高 齢 者 生 き 生 き 推 進 課
電 話 : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 2 5 6 8 F A X : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 5 5 5 4
E - m a i l : k - i k i g a i @ p r e f . k a g o s h i m a . l g . j p

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 2 4】 身 体 障 害 者 補 助 犬 に つ い て

補 助 犬 は 、 目 や 耳 、 手 足 に 障 害 の あ る 方 を サ ポ ー ト す る ｢盲 導 犬 ｣
｢介 助 犬 ｣ ｢聴 導 犬 ｣の こ と で 、 障 害 の あ る 方 が 自 立 と 社 会 参 加 を す る
た め の 大 切 な パ ー ト ナ ー で す 。
補 助 犬 は ｢身 体 障 害 者 補 助 犬 法 ｣に 基 づ き 訓 練 ･認 定 さ れ て い ま

す 。 ユ ー ザ ー は 衛 生 ･行 動 管 理 に 責 任 を 持 っ て 社 会 参 加 し て い ま
す 。 受 け 入 れ る 施 設 側 に は 、 法 律 に 基 づ き 、 補 助 犬 の 同 伴 を 受 け 入
れ る 義 務 が あ り ま す 。
補 助 犬 を 同 伴 し て い る 方 が お 困 り の よ う で あ れ ば 、 ｢何 か お 手 伝

い し ま し ょ う か ？ ｣な ど の お 声 か け や 筆 談 で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
な ど 、 配 慮 を お 願 い し ま す 。
※ 詳 し く は 、 県 ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。
( ｢鹿 児 島 県 補 助 犬 ｣で 検 索 )

▽ 問 い 合 わ せ 先
県 庁 障 害 福 祉 課 障 害 者 支 援 室
電 話 : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 2 7 4 6 F A X : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 5 5 5 8
E - m a i l : s - c h i i k i @ p r e f . k a g o s h i m a . l g . j p

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 2 5】 ヘ ル プ マ ー ク を ご 存 知 で す か

ヘ ル プ マ ー ク は 、 外 見 か ら 援 助 等 が 必 要 な こ と が 分 か ら な い 方 々
が 、 周 り の 人 に 支 援 が 必 要 で あ る こ と を 知 ら せ 、 障 害 等 の 特 性 に 応
じ た 支 援 を 受 け や す く す る た め の マ ー ク で す 。
県 で は 、 現 在 、 ス ト ラ ッ プ 型 の ヘ ル プ マ ー ク と ヘ ル プ カ ー ド の ２

種 類 を 配 布 し て い ま す 。
配 布 対 象 は 、 義 足 や 人 工 関 節 を 使 用 し て い る 方 、 内 部 障 害 や 難 病

の 方 、 妊 娠 初 期 の 方 な ど 、 外 見 か ら 援 助 等 が 必 要 な こ と が 分 か ら な
い 方 々 で す 。
配 布 窓 口 は 、 各 市 町 村 、 県 障 害 者 支 援 室 (郵 送 に よ る 配 布 も 可

能 )、 各 地 域 振 興 局 ･支 庁 ･事 務 所 、 ハ ー ト ピ ア か ご し ま と な り ま
す 。
ヘ ル プ マ ー ク ･ヘ ル プ カ ー ド を お 持 ち の 方 が お 困 り の よ う で あ れ

ば 、 ｢ど う し ま し た か ？ ｣と 声 を か け る な ど の 手 助 け を お 願 い し ま
す 。

▽ 問 い 合 わ せ 先
県 庁 障 害 福 祉 課 障 害 者 支 援 室
電 話 : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 2 7 4 6 F A X : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 5 5 5 8
E - m a i l : s - c h i i k i @ p r e f . k a g o s h i m a . l g . j p

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 2 6】 鹿 児 島 県 身 障 者 用 駐 車 場 利 用 証 制 度 (パ ー キ ン グ パ ー ミ ッ ト
制 度 )に つ い て

鹿 児 島 県 身 障 者 用 駐 車 場 利 用 証 制 度 (パ ー キ ン グ パ ー ミ ッ ト 制 度 )
の 表 示 の あ る 身 障 者 用 駐 車 場 は 、 県 の 発 行 し た 利 用 証 (基 準 に 該 当
す る 方 に 交 付 さ れ ま す 。 )が な い と 使 用 す る こ と が で き ま せ ん 。
車 の 乗 り 降 り の た め に ド ア を 全 開 に し な け れ ば な ら な い 方 、 歩 行



- 13 -

困 難 に よ り で き る だ け 建 物 に 近 い 位 置 に 駐 車 を 必 要 と し て い る 方 な
ど 、 こ の 駐 車 ス ペ ー ス を 本 当 に 必 要 と し て い る 方 が 利 用 で き る よ う
鹿 児 島 県 身 障 者 用 駐 車 場 利 用 証 制 度 へ の 協 力 ･理 解 を お 願 い し ま
す 。
本 制 度 の 対 象 と な る 方 で 利 用 証 を お 持 ち で な い 方 は 最 寄 り の 窓 口

(県 庁 障 害 者 支 援 室 、 地 域 振 興 局 ･支 庁 ･事 務 所 、 ハ ー ト ピ ア か ご し
ま )で 申 請 く だ さ る よ う お 願 い し ま す 。
ま た 、 県 で は 当 制 度 に ご 協 力 く だ さ る 施 設 を 募 集 し て い ま す 。

※ 詳 し く は 県 ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。
( ｢鹿 児 島 県 身 障 者 用 駐 車 場 ｣で 検 索 )

▽ 問 い 合 わ せ 先
県 庁 障 害 福 祉 課 障 害 者 支 援 室
電 話 ： 0 9 9 ( 2 8 6 ) 2 7 4 6 F A X ： 0 9 9 ( 2 8 6 ) 5 5 5 8

E - m a i l : s - c h i i k i @ p r e f . k a g o s h i m a . l g . j p
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 2 7】 ｢手 話 ｣を 体 験 し て み ま せ ん か

｢言 語 と し て の 手 話 の 認 識 の 普 及 お よ び 手 話 を 使 用 し や す い 環 境
の 整 備 に 関 す る か ご し ま 県 民 条 例 ｣ (通 称 ： か ご し ま 県 民 手 話 言 語 条
例 )は 、 手 話 が 言 語 で あ る と の 認 識 に 基 づ き 、 ろ う 者 と ろ う 者 以 外
の 者 が 相 互 に 人 格 と 個 性 を 尊 重 し 合 い な が ら 共 生 す る 地 域 社 会 の 実
現 を 目 指 し て 、 令 和 2 年 3 月 2 7 日 に 制 定 さ れ ま し た 。

県 で は 、 聴 覚 障 害 を 理 解 し て い た だ き 、 手 話 の 普 及 を 図 る た め 、
今 年 度 か ら 新 た に 県 民 向 け の 手 話 講 座 と 県 内 の 事 業 者 や 団 体 等 が 行
う 研 修 等 へ 講 師 派 遣 を 行 う 手 話 出 前 講 座 を 開 催 し て い ま す 。

講 座 で は 、 挨 拶 な ど の 簡 単 な 日 常 会 話 を 実 際 に 体 験 し て い た だ き
な が ら 楽 し く 学 ぶ こ と が で き ま す 。 お 気 軽 に ご 参 加 く だ さ い 。
※ 詳 し く は 、 県 ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。
( ｢鹿 児 島 県 手 話 講 座 ｣で 検 索 )

▽ 問 い 合 わ せ 先
県 庁 障 害 福 祉 課 障 害 者 支 援 室
電 話 ： 0 9 9 ( 2 8 6 ) 2 7 4 6 F A X ： 0 9 9 ( 2 8 6 ) 5 5 5 8
E - m a i l : s - c h i i k i @ p r e f . k a g o s h i m a . l g . j p

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 2 8】 産 業 廃 棄 物 税 に つ い て

産 業 廃 棄 物 税 は 、 循 環 型 社 会 の 形 成 を 目 指 し て 、 産 業 廃 棄 物 の な

お 一 層 の 排 出 抑 制 や 減 量 化 、 再 生 利 用 な ど を 促 進 す る た め の 税 で

す 。

○ 税 の 概 要

産 業 廃 棄 物 を 排 出 さ れ る 事 業 者 の 方 は 、 最 終 処 分 場 や 焼 却 施 設

に 搬 入 す る 産 業 廃 棄 物 に つ い て 、 処 理 料 金 の 他 に 産 業 廃 棄 物 税 を

最 終 処 分 業 者 ま た は 焼 却 処 理 業 者 に 支 払 う 必 要 が あ り ま す 。

･最 終 処 分 場 に 搬 入 す る 場 合 1 , 0 0 0 円 ／ ト ン

･焼 却 施 設 に 搬 入 す る 場 合 8 0 0 円 ／ ト ン

▽ 問 い 合 わ せ 先

税 額 や 納 税 方 法 に つ い て

県 庁 税 務 課 間 税 係 電 話 : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 2 2 0 2

mailto:s-chiiki@pref.kagoshima.lg.jp
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税 収 の 使 途 に つ い て

県 庁 廃 棄 物 ･リ サ イ ク ル 対 策 課 電 話 : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 2 5 9 4
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 2 9】 生 理 や 妊 娠 、 出 産 、 育 児 、 更 年 期 症 状 な ど で 悩 ん で い ま せ ん

か ？

妊 娠 (予 期 し な い 妊 娠 を 含 む )や 出 産 、 子 育 て 、 D V 等 、 思 春 期 か

ら 更 年 期 の 、 女 性 の 心 と 体 の 健 康 に 関 す る 相 談 に 応 じ て い ま す 。 相

談 は 無 料 で す 。

○ 県 助 産 師 会

電 話 : 0 9 9 ( 2 1 0 ) 7 5 5 9

受 付 時 間 :火 ･木 ･土 ･日 曜 日 の 午 前 1 0 時 ～ 午 後 6 時

E - m a i l : j o s e i @ p r e f . k a g o s h i m a . l g . j p

○ 各 保 健 所

電 話 や 面 談 に よ る 相 談 を 受 け 付 け て い ま す 。

※ 詳 し く は 、 県 ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 い た だ く か 、 下 記 ま で お 問 い

合 わ せ く だ さ い 。 ( ｢女 性 健 康 支 援 セ ン タ ー ｣で 検 索 )

▽ 問 い 合 わ せ 先

県 庁 子 ど も 家 庭 課 電 話 : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 2 7 7 5 F A X : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 5 5 6 0

E - m a i l : b o s h i @ p r e f . k a g o s h i m a . l g . j p

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 3 0】 あ な た も 里 親 に な っ て み ま せ ん か ？

里 親 と は 、 さ ま ざ ま な 事 情 に よ り 家 族 と 暮 ら す こ と が で き な く な

っ た 子 ど も を 自 ら の 家 庭 に 温 か く 迎 え 入 れ 、 愛 情 と 真 心 を 込 め て 養

育 し て く だ さ る 方 の こ と で す 。

県 で は 、 子 ど も の 養 育 に 理 解 と 熱 意 、 そ し て 子 ど も に 対 す る 豊 か

な 愛 情 を お 持 ち の 方 を 、里 親 と し て 認 定 ･登 録 し 、保 護 を 必 要 と す る

子 ど も の 養 育 を お 願 い し て い ま す 。

里 親 に な る に は 、 特 別 な 資 格 な ど は 必 要 あ り ま せ ん が 、 知 事 か ら

里 親 と し て 認 定 さ れ 、 登 録 さ れ る 必 要 が あ り ま す 。

詳 し く は 、 お 近 く の 児 童 相 談 所 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

▽ 問 い 合 わ せ 先

中 央 児 童 相 談 所 電 話 : 0 9 9 ( 2 6 4 ) 3 0 0 3

大 隅 児 童 相 談 所 電 話 : 0 9 9 4 ( 4 3 ) 7 0 1 1

大 島 児 童 相 談 所 電 話 : 0 9 9 7 ( 5 3 ) 6 0 7 0

県 庁 子 ど も 家 庭 課 電 話 : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 2 7 7 1

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 3 1】 旧 優 生 保 護 法 に よ る 優 生 手 術 を 受 け た 方 へ

旧 優 生 保 護 法 一 時 金 支 給 法 が 施 行 さ れ 、 旧 優 生 保 護 法 に よ る 優 生

手 術 な ど を 受 け た 方 に 、 国 か ら 一 時 金 ( 3 2 0 万 円 )が 支 給 さ れ る こ と
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に な り ま し た 。

一 時 金 の 支 給 に つ い て は 、 昭 和 2 3 年 9 月 1 1 日 か ら 平 成 8 年 9 月

2 5 日 ま で の 間 に 、 旧 優 生 保 護 法 に 基 づ き 優 生 手 術 を 受 け た 方 等

で 、 現 在 、 生 存 さ れ て い る 方 が 対 象 と な り ま す (た だ し 、 母 体 保 護

の み を 理 由 と し て 手 術 を 受 け た 方 等 は 除 き ま す )。

県 で は 、 以 下 の と お り 一 時 金 の 請 求 手 続 き や 旧 優 生 保 護 法 の 相 談

専 用 窓 口 を 設 置 し て お り ま す 。

○ 名 称 :鹿 児 島 県 旧 優 生 保 護 法 一 時 金 受 付 ･相 談 窓 口

○ 設 置 場 所 :県 庁 子 ど も 家 庭 課

○ 電 話 : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 3 3 7 4 ( 専 用 )

○ E - m a i l : i c h i j i k i n @ p r e f . k a g o s h i m a . l g . j p

○ 対 応 時 間 :午 前 8 時 3 0 分 ～ 午 後 5 時 1 5 分

(月 曜 日 か ら 金 曜 日 。 土 日 祝 日 、 年 末 年 始 を 除 く )

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 3 2】 小 児 救 急 電 話 相 談 の ご 案 内

県 で は 、 夜 間 に お け る 子 ど も さ ん の 急 な 病 気 ･急 な け が な ど に つ

い

て 、 看 護 師 等 が 応 急 処 置 や 医 療 機 関 の 受 診 の 必 要 性 な ど の 助 言 を 行

う ｢小 児 救 急 電 話 相 談 事 業 ｣を 実 施 し て い ま す 。

○ 受 付 時 間

平 日 ･土 曜 日 :午 後 7 時 ～ 翌 朝 午 前 8 時

日 曜 ･祝 日 ･年 末 年 始 ( 1 2 / 2 9 ～ 1 / 3 ) : 午 前 8 時 ～ 翌 朝 午 前 8 時

○ 電 話 番 号

｢♯ 8 0 0 0 ｣ 番 ま た は ｢ 0 9 9 - 2 5 4 - 1 1 8 6 ｣ ( 携 帯 電 話 か ら も 利 用 可 )

※ ダ イ ヤ ル 式 電 話 ･光 電 話 ･ I P 電 話 お よ び 市 外 局 番 が ｢ 0 9 8 6 ｣ の 地

域 の 固 定 電 話 か ら は 、 ｢ 0 9 9 - 2 5 4 - 1 1 8 6 ｣ に お か け く だ さ い 。

※ あ く ま で 電 話 相 談 で あ り 、 判 断 の 参 考 と し て も ら う た め の 助 言

と な り ま す 。

▽ 問 い 合 わ せ 先

県 庁 子 ど も 家 庭 課 電 話 : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 2 7 6 3 F A X : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 5 5 6 0

E - m a i l : k - i r y o @ p r e f . k a g o s h i m a . l g . j p
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 3 3】 児 童 虐 待 か も と 思 っ た ら す ぐ に お 電 話 く だ さ い

児 童 相 談 所 虐 待 対 応 ダ イ ヤ ル ｢ 1 8 9 ( い ち は や く ) ｣へ か け る と 、お 住

ま い の 地 域 の 児 童 相 談 所 に つ な が り ま す 。

○ 電 話 番 号 : ｢ 1 8 9 ｣ ( い ち は や く )

○ 受 付 時 間 : 3 6 5 日 、 2 4 時 間 対 応

○ 通 話 料 :無 料 ※ 一 部 の I P 電 話 か ら は つ な が り ま せ ん 。

○ 連 絡 は 匿 名 で 行 う こ と も 可 能
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問 い 合 わ せ 先

中 央 児 童 相 談 所 電 話 : 0 9 9 ( 2 6 4 ) 3 0 0 3

大 隅 児 童 相 談 所 電 話 : 0 9 9 4 ( 4 3 ) 7 0 1 1

大 島 児 童 相 談 所 電 話 : 0 9 9 7 ( 5 3 ) 6 0 7 0

県 庁 子 ど も 家 庭 課 電 話 : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 2 7 7 1
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 3 4】 ひ と り 親 家 庭 等 就 業 ･自 立 支 援 セ ン タ ー の ご 案 内

セ ン タ ー で は 、 ひ と り 親 家 庭 等 の 自 立 を 支 援 す る た め 、 就 業 に 関

す る 相 談 や パ ソ コ ン 、 医 療 事 務 な ど の 就 業 支 援 講 習 会 の 他 、 弁 護 士

等 に よ る 養 育 費 等 の 相 談 を 行 っ て い ま す 。

相 談 等 は 無 料 と な っ て お り ま す の で 、 就 業 や 転 職 を 希 望 の 方 、 悩

み や 不 安 を 抱 え て い る 方 な ど 、 ぜ ひ 、 ご 活 用 く だ さ い 。

○ 相 談 窓 口

ひ と り 親 家 庭 等 就 業 ･自 立 支 援 セ ン タ ー

(鹿 児 島 県 母 子 寡 婦 福 祉 連 合 会 に 委 託 )

電 話 : 0 9 9 ( 2 5 8 ) 2 9 8 4

受 付 時 間 :月 曜 日 ～ 金 曜 日 午 前 8 時 3 0 分 ～ 午 後 5 時

(弁 護 士 に よ る 法 律 相 談 は 要 予 約 )

▽ 問 い 合 わ せ 先

県 庁 子 ど も 家 庭 課 電 話 : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 2 7 6 6 F A X : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 5 5 6 0
E - m a i l : j i d o f u y o @ p r e f . k a g o s h i m a . l g . j p

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 3 5】 避 妊 に 失 敗 し た か も し れ な い 、 生 理 が 遅 れ て い る 等 で 悩 ん で

い ま せ ん か ？

孤 立 感 や 不 安 を 抱 え た 若 年 妊 産 婦 等 が 身 近 に 相 談 で き る よ う 、
L I N E を 利 用 し た オ ン ラ イ ン 相 談 窓 口 ｢か ご ぷ れ ホ ッ ト ラ イ ン ｣を 開
設 し ま し た 。
･ チ ャ ッ ト ボ ッ ト (自 動 返 信 シ ス テ ム )に よ り 、 2 4 時 間 対 応 で 情
報 が 得 ら れ ま す 。

･ チ ャ ッ ト ボ ッ ト に よ る 相 談 で 問 題 が 解 決 で き な い 場 合 等 は 、
匿 名 で メ ー ル や 電 話 で の 個 別 相 談 が 可 能 で す 。

○ 利 用 方 法
｢ @ k a g o p r e ｣ ( す べ て 半 角 )で 検 索 し 、 L I N E 公 式 ア カ ウ ン ト ｢か ご
ぷ れ ホ ッ ト ラ イ ン ｣を 友 だ ち 登 録 し て 利 用 く だ さ い 。

▽ 問 い 合 わ せ 先

県 庁 子 ど も 家 庭 課 電 話 : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 2 7 7 5 F A X : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 5 5 6 0

E - m a i l : b o s h i @ p r e f . k a g o s h i m a . l g . j p

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 3 6】 子 育 て 世 帯 生 活 支 援 特 別 給 付 金 (ひ と り 親 世 帯 分 )の 申 請 は

お 済 み で す か

低 所 得 の 子 育 て 世 帯 に 対 す る 子 育 て 世 帯 生 活 支 援 特 別 給 付 金 (ひ
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と り 親 世 帯 分 )は 、 児 童 扶 養 手 当 を 受 給 し て い な く て も 、 新 型 コ ロ

ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 を 受 け て 家 計 が 急 変 し 、 収 入 が 児 童 扶 養 手

当 の 対 象 と な る 水 準 ま で 減 少 し て い る 方 や 、 公 的 年 金 等 を 受 給 し て

い る こ と に よ り 、 児 童 扶 養 手 当 の 支 給 を 受 け て い な い 方 (児 童 扶 養

手 当 に 係 る 支 給 制 限 限 度 額 を 下 回 る 方 )も 対 象 と な り ま す 。

申 請 が 必 要 と な り ま す の で 、 詳 し く は お 住 ま い の 市 町 村 へ ご 相 談

く だ さ い 。

○ 支 給 額

児 童 1 人 当 た り 一 律 5 万 円

▽ 申 請 先 お よ び 問 い 合 わ せ 先

お 住 ま い の 市 町 村 ま た は

厚 生 労 働 省 コ ー ル セ ン タ ー (問 い 合 わ せ の み )

電 話 : 0 1 2 0 － 4 0 0 － 9 0 3

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 3 7】 低 所 得 の 子 育 て 世 帯 に 対 す る ｢子 育 て 世 帯 生 活 支 援 特 別 給 付
金 (ひ と り 親 世 帯 以 外 ) ｣の 申 請 は お 済 み で す か 。

低 所 得 の 子 育 て 世 帯 に 対 す る 給 付 金 の お 知 ら せ で す 。

○ 対 象
( 1 ) ( 2 ) の 両 方 に 当 て は ま る 方 (ひ と り 親 世 帯 分 の 給 付 金 を 受 け 取

っ た 方 を 除 き ま す 。 )
( 1 ) 令 和 3 年 3 月 3 1 日 時 点 で 1 8 歳 未 満 の 児 童 を 養 育 す る 父 母
等 (障 害 児 の 場 合 は 2 0 歳 未 満 )

( 2 ) 令 和 3 年 度 住 民 税 (均 等 割 )が 非 課 税 の 方 、 ま た は 令 和 3 年
1 月 以 降 の 収 入 が 急 変 し 住 民 税 非 課 税 相 当 の 収 入 と な っ た 方

○ 支 給 金 額
児 童 一 人 当 た り 5 万 円

※ 支 給 手 続 き な ど 詳 し く は 、 お 住 ま い の 市 町 村 に お 問 い 合 わ せ い
た だ く か 、 県 の ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。

▽ 問 い 合 わ せ 先
県 庁 子 育 て 支 援 課
電 話 ： 0 9 9 ( 2 8 6 ) 2 8 0 0 F A X ： 0 9 9 ( 2 8 6 ) 5 5 6 1

E - m a i l : s y o s h i k a @ p r e f . k a g o s h i m a . l g . j p
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 3 8】 ひ と り で 悩 ま な い で

｢か ご し ま 子 ど も ･若 者 総 合 相 談 セ ン タ ー ｣で は 、 不 登 校 、 ひ き こ
も り 、 ニ ー ト 、 フ リ ー タ ー な ど の 相 談 に 対 応 し 、 そ の 内 容 に 応 じ た
助 言 や 専 門 機 関 ･団 体 を 紹 介 し て い ま す 。
ひ と り で 抱 え 込 ま な い で 、 気 軽 に 相 談 し て く だ さ い 。

○ 相 談 受 付 ･相 談 時 間
･面 接 相 談 火 ～ 日 曜 日 午 前 1 0 時 ～ 午 後 5 時
※ 必 ず 電 話 で ご 予 約 く だ さ い 。

･電 話 相 談 火 ～ 日 曜 日 午 前 1 0 時 ～ 午 後 5 時
(受 付 は 午 後 4 時 3 0 分 ま で )

･メ ー ル 相 談 H P 内 の 相 談 専 用 フ ォ ー ム を ご 利 用 く だ さ い 。
※ 詳 し く は 、 H P を ご 覧 く だ さ い 。 ( ｢か ご し ま 子 ど も ･若 者 総 合 相
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談 セ ン タ ー ｣で 検 索 )

▽ 問 い 合 わ せ 先
か ご し ま 子 ど も ･若 者 総 合 相 談 セ ン タ ー
住 所 :鹿 児 島 市 鴨 池 新 町 1 番 8 号 (県 青 少 年 会 館 2 階 )
電 話 : 0 9 9 ( 2 5 7 ) 8 2 3 0 F A X : 0 9 9 ( 2 5 7 ) 8 2 3 1

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 3 9】 防 空 壕 に ご 注 意 を

防 空 壕 の 中 は 、 崩 落 の 危 険 や 一 酸 化 炭 素 中 毒 に な る な ど の 危 険 が
あ り ま す 。
危 険 な 防 空 壕 に つ い て は 、 本 市 (町 ･村 )に お い て も 安 全 対 策 を 行

っ て い ま す が 、 ま だ 確 認 さ れ て い な い 箇 所 が あ る 可 能 性 も あ り ま
す 。
防 空 壕 が 子 ど も た ち の 遊 び 場 に な ら な い よ う 地 域 で 見 守 り 、 気 付

い た 時 は 注 意 し て い た だ き ま す よ う ご 協 力 く だ さ い 。
ま た 、 お 近 く に 危 険 な 防 空 壕 が あ り ま し た ら 、 市 役 所 (役

場 )○ ○ ○ 課 ま で 情 報 提 供 を お 願 い し ま す 。

▽ 問 い 合 わ せ 先
○ ○ ○ 課
電 話 : * * * ( * * * ) * * * F A X : * * * ( * * * ) * * *

E - m a i l : * * * @ * * * * * * * *

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 4 0】 大 学 等 奨 学 金 返 還 支 援 制 度 に つ い て

大 学 な ど を 卒 業 後 、 鹿 児 島 県 内 企 業 に 就 業 す る な ど 、 一 定 の 要 件
を 満 た し た 場 合 に 、 在 学 時 に 借 り 受 け た 奨 学 金 の 返 還 を 支 援 す る 制
度 を 実 施 し て い ま す 。

○ 対 象
県 外 在 住 の 社 会 人 ( U タ ー ン 希 望 者 ) <募 集 期 間 :随 時 募 集 >
申 請 時 点 で 県 外 に 居 住 及 び 就 業 し て い て 、 3 5 歳 未 満 (申 請 す る 翌
年 度 4 月 1 日 現 在 )の 社 会 人

▽ 問 い 合 わ せ 先
公 益 財 団 法 人 鹿 児 島 県 育 英 財 団 電 話 : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 5 2 4 4
教 育 庁 総 務 福 利 課 電 話 : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 5 2 1 4

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 4 1】 1 0 月 か ら 翌 年 2 月 ま で ニ ホ ン ウ ナ ギ は 採 捕 禁 止 で す

近 年 、 資 源 が 減 少 し て い る ニ ホ ン ウ ナ ギ を 保 護 す る た め 、 奄 美 群
島 を 除 く 県 内 全 域 で 、 産 卵 の た め に 海 に 下 る 時 期 に お け る ニ ホ ン ウ
ナ ギ の 採 捕 が 禁 止 さ れ て い ま す 。 こ の 取 り 組 み は 、 漁 業 従 事 者 だ け
で な く 、 一 般 の 方 も 対 象 で 、 違 反 し た 場 合 は 罰 せ ら れ る こ と が あ り
ま す 。
ル ー ル を 守 り 、 豊 か な 資 源 を 次 世 代 に 引 き 継 ぎ ま し ょ う 。

○ 禁 止 期 間 毎 年 1 0 月 1 日 か ら 翌 年 2 月 末 日 ま で
○ 禁 止 区 域 県 内 の 河 川 ･湖 沼 等 お よ び 海 面 (奄 美 群 島 を 除 く )

▽ 問 い 合 わ せ 先
県 庁 水 産 振 興 課
電 話 : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 3 4 2 8 F A X : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 5 6 1 3
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E - m a i l : g y o c h o u @ p r e f . k a g o s h i m a . l g . j p
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 4 2】 ｢ド ル フ ィ ン ポ ー ト 跡 地 イ ベ ン ト ス ペ ー ス ｣利 用 の ご 案 内

｢ド ル フ ィ ン ポ ー ト 跡 地 イ ベ ン ト ス ペ ー ス ｣に つ い て は 、 敷 地 の 一
部 利 用 も 可 能 で 、 大 小 様 々 な 規 模 の イ ベ ン ト 会 場 な ど と し て ご 利 用
い た だ け ま す 。
現 在 、 お 問 い 合 わ せ を 随 時 受 け 付 け て い ま す 。

○ 所 在 地 鹿 児 島 市 本 港 新 町 5 - 4 他
○ 敷 地 面 積 約 2 万 ㎡
○ 利 用 料 イ ベ ン ト の 場 合 ： 1 日 1 ㎡ 当 た り 2 0 円 な ど
※ 詳 し く は 、 県 ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。
( ｢ド ル フ ィ ン ポ ー ト 跡 地 イ ベ ン ト ス ペ ー ス ｣で 検 索 )

▽ 問 い 合 わ せ 先
鹿 児 島 地 域 振 興 局 建 設 総 務 課 管 理 第 3 係
電 話 : 0 9 9 ( 8 0 5 ) 7 4 1 3 F A X ： 0 9 9 ( 8 0 5 ) 7 4 0 6
E - m a i l : k a g o - k a n r i 3 @ p r e f . k a g o s h i m a . l g . j p

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 4 3】 県 中 小 企 業 支 援 制 度 (新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 関 連 事 業 継 続 支 援
資 金 )の ご 案 内

○ 融 資 対 象 者
( 1 ) 最 近 1 か 月 間 の 売 上 高 等 が 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影

響 を 受 け る 直 前 同 期 の 売 上 高 等 と 比 べ 、 1 5％ 以 上 減 少 し て お り 、 か
つ 、 そ の 後 2 か 月 間 を 含 む 3 か 月 間 の 売 上 高 等 が 1 5％ 以 上 減 少 す
る こ と が 見 込 ま れ る 中 小 企 業 者

( 2 ) 最 近 3 か 月 間 の 売 上 高 等 が 前 年 同 期 比 で 1 5％ 以 上 減 少 し た
中 小 企 業 者 ( ( 1 ) ( 2 ) と も 市 町 村 で 認 定 を 受 け る 必 要 が あ り ま す 。 )

○ 融 資 限 度 額 運 転 資 金 ･設 備 資 金 4 , 0 0 0 万
○ 融 資 期 間 1 0 年 以 内 (う ち 据 置 5 年 以 内 )
○ 融 資 利 率 1 . 4 ％ ～ 1 . 9％
○ 保 証 料 率 0 . 1 0 ％

▽ 問 い 合 わ せ 先
最 寄 り の 市 町 村 商 工 担 当 課 、 金 融 機 関 ま た は 中 小 企 業 支 援 課
電 話 ： 0 9 9 ( 2 8 6 ) 2 9 4 6

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 4 4】 コ ロ ナ 禍 に お け る 外 国 人 材 受 入 支 援 事 業 費 補 助 金 の ご 案 内

令 和 2 年 度 か ら 引 き 続 き 実 施 し て い る 本 事 業 に つ い て 、 国 か ら 要
請 さ れ る 入 国 後 一 定 期 間 の 待 機 に 伴 う 宿 泊 費 等 へ の 補 助 に 加 え て 、
公 共 交 通 機 関 の 不 使 用 が 要 請 さ れ る 入 国 後 一 定 期 間 の 待 機 施 設 ま で
の 国 内 移 動 費 に つ い て も 、 補 助 対 象 経 費 に 追 加 し ま す 。

○ 補 助 事 業 者
外 国 人 材 を 鹿 児 島 県 内 の 事 業 所 で 雇 用 す る ま た は 雇 用 す る 予 定 の
事 業 者

○ 補 助 対 象 経 費
次 に 掲 げ る 経 費 の う ち 、 令 和 3 年 4 月 1 日 (木 )か ら 令 和 4 年 2 月
2 8 日 (月 )ま で の 間 に 、 外 国 人 材 の 入 国 が 完 了 、 ま た は 帰 国 前 に
義 務 付 け ら れ て い る P C R 検 査 が 完 了 し 、 か つ 令 和 4 年 2 月 2 8 日
(月 )ま で に 補 助 事 業 者 に お い て 支 払 い が な さ れ た も の (消 費 税 お



- 20 -

よ び 地 方 消 費 税 に 相 当 す る 額 を 除 く 。 )
【 入 国 分 】
外 国 人 材 が 日 本 へ の 入 国 後 一 定 期 間 要 請 さ れ る
( 1 ) 待 機 に 係 る 宿 泊 費
( 2 ) 公 共 交 通 機 関 の 不 使 用 に 伴 う 国 内 移 動 費 (車 両 借 上 費 、 燃
料 費 、 有 料 道 路 通 行 料 金 )

【 帰 国 分 】
外 国 人 材 が 帰 国 前 に 義 務 付 け ら れ て い る P C R 検 査 費 お よ び 陰
性 証 明 書 発 行 費

○ 補 助 金 額
【 入 国 分 】
補 助 対 象 経 費 の 4 / 5 以 内 ( ( 1 ) お よ び ( 2 ) を 合 計 し て 1 人 当 た り
上 限 1 0 万 円 )

【 帰 国 分 】
補 助 対 象 経 費 の 4 / 5 以 内 ( 1 人 当 た り 上 限 3 万 円 )

※ 上 記 、 入 国 分 お よ び 帰 国 分 を 合 わ せ て 1 事 業 者 当 た り 上 限 1 0 0 万
円 (千 円 未 満 切 り 捨 て )。
○ 申 請 期 限
外 国 人 材 の 入 国 、 ま た は P C R 検 査 が 完 了 し た 日 に 応 じ て 異 な り ま
す 。 詳 し く は 、 県 ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。
( ｢鹿 児 島 県 外 国 人 材 受 入 支 援 補 助 金 ｣で 検 索 )

▽ 問 い 合 わ せ 先
県 庁 外 国 人 材 受 入 活 躍 支 援 課 補 助 金 申 請 窓 口
電 話 ： 0 9 9 ( 2 8 6 ) 3 3 2 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 4 5】 お 済 み で す か ？ 自 動 車 の 住 所 な ど の 変 更 手 続

引 越 し や 結 婚 な ど で 住 所 や 氏 名 が 変 わ っ た と き は 、 納 税 通 知 書 を
確 実 に お 届 け す る た め に 、 以 下 の 手 続 を 行 っ て く だ さ い 。

○ 変 更 登 録
必 要 書 類 に つ い て は 、 鹿 児 島 運 輸 支 局 又 は 奄 美 自 動 車 検 査 登 録 事

務 所 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。
○ 住 所 や 名 前 な ど の 変 更 届 出
鹿 児 島 地 域 振 興 局 自 動 車 税 課 へ 電 話 、 は が き ま た は 県 ホ ー ム ペ ー

ジ か ら 電 子 申 請 で 届 出 を し て く だ さ い 。
届 出 用 の は が き は 、 納 税 通 知 書 に 同 封 さ れ て い る ほ か 、 県 の 各 地

域 振 興 局 ･支 庁 、 各 市 町 村 役 場 に も 備 え て あ り ま す 。

▽ 問 い 合 わ せ 先
鹿 児 島 運 輸 支 局 登 録 部 門 0 5 0 ( 5 5 4 0 ) 2 0 8 9
奄 美 自 動 車 検 査 登 録 事 務 所 0 5 0 ( 5 5 4 0 ) 2 0 9 0
鹿 児 島 地 域 振 興 局 自 動 車 税 課 0 9 9 ( 2 6 1 ) 5 6 1 1

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【 4 6】 県 税 の 口 座 振 替 を 利 用 し ま せ ん か ?

個 人 事 業 税 と 自 動 車 税 種 別 割 の 納 付 は 、 電 話 料 金 や 電 気 料 金 な ど
と 同 様 に 、 口 座 振 替 が 利 用 で き ま す 。
口 座 振 替 を 利 用 す る と 、 金 融 機 関 に 納 め に 行 く 必 要 が な く 、 取 引

金 融 機 関 の 預 金 口 座 か ら 自 動 的 に 納 付 さ れ ま す の で 大 変 便 利 で す 。
預 金 口 座 に ご 使 用 の 印 鑑 を お 持 ち に な っ て 、 各 金 融 機 関 へ お 申 し 出
く だ さ い 。
な お 、 お 手 続 き に は 2 か 月 ほ ど 要 す る た め 、 お 早 め に お 申 し 込 み

く だ さ い 。

▽ 問 い 合 わ せ 先
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県 庁 税 務 課 電 話 : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 2 1 9 6 F A X : 0 9 9 ( 2 8 6 ) 5 5 1 4
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―


